第４期第３回鎌倉市農業振興協議会議事録

日　　時　平成３０年１月３１日（水）　１４時００分から１５時００分まで

場　　所　鎌倉市役所本庁舎２階　全員協議会室
出席委員　８名

　　　　　（平井委員、芳賀委員（代理）、大澤委員、内海委員、安齊委員、深澤委員、

杉原委員、河野委員）

欠席委員　５名

　　　　　（山中委員、石井委員、鮎田委員、芥川委員、増田委員）

事 務 局　３名

　　　　　（産業振興課　山戸課長、土屋課長補佐、岸本事務職員）

議　　題　「鎌倉市農業振興ビジョンの策定について」

議事に先立ち、人事異動に伴う新たな事務局職員の紹介を行った。
会　　長　　会長の河野です。よろしくお願いいたします。それでは、議題に移らせていただきます。なお、議事の進行は、着席したままで行わせていただきます。議題(１)「鎌倉市農業振興ビジョンの策定について」をご協議していただきたいと思います。それでは、事務局から説明をお願いします。
事 務 局　　これより、議題（1）「鎌倉市農業振興ビジョンの策定について」を説明させていただきます。着席して説明させていただきます。

はじめに、前回、平成29年１月27日に開催した、第２回協議会までの協議の概要について報告いたします。

まず、第４期の協議会のテーマとして、鎌倉市の農業振興についての将来像や方向性の指針等を取りまとめた「鎌倉市農業振興ビジョン」を策定することになりました。この「鎌倉市農業振興ビジョン」の策定にあたっては、ビジョンが平成27年４月に施行された「都市農業振興基本法」における本市の「地方計画」として位置付けられる内容にするため、同じく同法に基づく地方計画として神奈川県が策定した「かながわ農業活性化指針」に沿う内容として作成することが確認されました。

前回の会議では、この方針に基づいて、これまでの協議会で議論された内容を加えて作成した、ビジョンの骨子（案）の内容について、事務局から説明を行い、委員の皆様から意見等をいただきました。さらに次の取り組みとして、それらの意見等を反映させながら、骨子（案）に沿って具体的な内容を加えた「鎌倉市農業振興ビジョン」（案）を作成し、次回の協議会でその策定について議題とすることを確認して終了しています。以上が、前回までの協議会の概要です。

　それでは、「鎌倉市農業振興ビジョン」の概要について、説明させていただきます。事前にお配りした「鎌倉市農業振興ビジョン（案）」をご覧ください。

　　　　　　初めに、１ページから２ページにかけて、「Ⅰ　鎌倉市農業振興ビジョンについて」です。
まず、「１ 策定の趣旨」では、本市の農業は生産地と消費地が近接した典型的な都市型農業として発展してきましたが、国による都市農業振興基本法の制定及び都市農業振興基本計画の策定を受け、本市においても、農業経営の安定化、農業生産基盤整備などの課題を解消し、都市型農業の更なる発展を目指すため、「鎌倉市農業振興ビジョン」を策定するものとしています。
「２ 本ビジョンの位置づけ」では、本ビジョンを都市農業振興基本法に基づく地方計画として位置づけています。
「３ 計画期間」では、本ビジョンの計画期間を平成30年度からの５年間としています。また、国等の農業施策の動向などにより、必要に応じて随時見直しを行うこととします。

続いて、２ページから３ページにかけて、「Ⅱ 農業を取り巻く環境の変化」では、「都市農業振興基本法の制定」、「生産緑地法の改正」といった、現在の農業に関する国の施策を明らかにしています。

続いて、３ページから６ページにかけて、「Ⅲ 鎌倉市の農業」では、鎌倉市の農業の概要として、「農業の歴史」、「農業経営」、「農家数」、「農業就業人口と平均年齢」、「農地面積」、「農業振興地域面積」、「主要作物」の各項目を通して、本市の農業の実状を明らかにしています。

続いて、７ページから11ページにかけて、「Ⅳ これまでの取組と課題」では、本市のこれまでの農業振興に関わる取り組みである、「１ 鎌倉ブランドの推進」、「２ 遊休農地解消対策」、「３ 農業従事者の高齢化と担い手確保」、「４ 農業生産基盤整備」、「５ 農地相談」、「６ 生産緑地地区」について、明らかにしています。

続いて、12ページ、「Ⅴ 基本目標と施策の方向」では、ビジョンの基本目標を都市農業の価値が見直されている中で、本市の農業が着実に次世代に引き継いでいける持続可能な農業経営を目指すため、「本市農業の安定的な継続」とします。また、それを実現するための施策の方向として、「生産」「消費」「環境」の視点から、「施策の方向１ 安定的でかつ持続的な農業を営むための生産性向上」「施策の方向２ 市民の農業への理解の醸成と地産地消の推進」「施策の方向３ 環境と共存する農業の推進」の３つを定めます。

続いて、13ページから16ページにかけて、「Ⅵ 今後取組むべき施策の内容」では、具体的な取り組み内容を設定し、ビジョンでの行動計画を明らかにしています。
はじめに、「施策の方向１ 安定的でかつ持続的な農業を営むための生産性向上」についてです。（１）農業基盤整備の推進では、「鎌倉市農業振興地域整備計画」の見直しを行うとともに、農道の整備など、農業基盤整備の推進を図り、農作業の効率化を目指していきます。（２）遊休農地の発生防止と解消対策では、農業委員会と連携し、遊休農地の発生防止に努めるほか、「鎌倉市遊休農地解消対策協議会」の活動を中心に、遊休農地解消の取り組みを強化し、市内農地に占める遊休農地面積の割合を減少させていきます。（３）新規就農者の受入と担い手の確保では、新規就農希望者に対して、「かながわ農業サポーター制度」などの制度の紹介や情報提供に努めていきます。

次に、「施策の方向２ 市民の農業への理解の醸成と地産地消の推進」です。（１）「鎌倉やさい」のブランド力の強化と高付加価値化の推進では、鎌倉ブランドである「鎌倉やさい」のブランド力の更なる向上を図るため、様々な施策を実施していきます。（２）６次産業化の検討では、本市で６次産業化を進めていくには多くの課題がありますが、県の制度や企業などの力を借りながら、６次産業化の研究に取り組んでいきます。（３）農業を通じた地域貢献では、「秋の収穫まつり」「親子農業体験」などのイベントや市民農園などを通して、市内農産物の普及を図るとともに、広く市民に農業に対する理解を深めていくことで、地域貢献を進めていきます。

最後に、「施策の方向３ 環境と共存する農業の推進」です。（１）農地の保全・有効活用では、都市農業の持つ機能を活かし、都市環境や自然環境との調和を図ることで、環境と共存する農業を目指していきます。（２）環境保全型農業の推進では、鎌倉ブランドやさいの登録条件を守りながら、環境保全型農業を推進していきます。以上が「鎌倉市農業振興ビジョン」の概要です。

委員の皆様からご意見等をいただきながら、この内容をもって本市の農業振興の将来像、方向性の指針等とする「鎌倉市農業振興ビジョン」として策定することについて、ご協議をお願いしたいと思います。

このあと、「鎌倉市農業振興ビジョン」としてご承認いただければ、２月議会観光厚生常任委員会に報告し、計画の決定後、公表していきます。これで議題（１）の説明を終わります。

会　　長　　それでは、議題(１）につきまして、ご意見、ご質問等があればお願いしたいと思います。まずは「Ⅰ　鎌倉市農業振興ビジョンについて」のところで何かありますでしょうか。県の職員の方がいらっしゃいますが、「かながわ農業活性化指針」の視点から見たらいかがでしょうか。
委　　員　　「かながわ活性化指針」につきましては、都市農業振興基本計画に位置づけており、指針に沿ってビジョンを作られているので良いと思います。
会　　長　　「Ⅱ　農業を取り巻く環境の変化」及び「Ⅲ　鎌倉市の農業」のところについて、ご意見等ある方はいますか。
事 務 局　　３ページのⅢの１の「（１）農業の歴史について」の記載について、神奈川県横須賀三浦地域県政総合センターの●●委員より「水田は消滅とありますが、「ゼロ」なのでしょうか。」と事前にご質問をいただきました。
　　　　　　市内の水田について、販売用のものはないと聞いていますが、実際はごく少数ですが自家用の水田は存在しますので、「市街化の進行に伴い水田は消滅し」を「市街化の進行に伴い自家用に作付けしているわずかな水田を除き、ほとんどが消滅し」という表現に記載を変更しました。

　　　　　　また、５ページのⅢの１の「（４）農業就業人口と平均年齢について」の記載について、本日欠席である神奈川県農業技術センターの●●委員より「鎌倉市の2010年と2015年のデータを載せてあるが、比較として神奈川県のデータも載せた方がいいのではないか。」とご意見がありましたので、比較として2015年の神奈川県のデータを載せました。因みに、神奈川県の農家平均年齢は64.4歳ということで、本市の方が平均年齢は若いという結果になっています。
委　　員　　６ページのⅢの１の「（６）農業振興地域面積」の記載について、ここも他と同じように文章表現にしたほうがよいのではないでしょうか。

事 務 局　　分かりました。記載内容は変えずに、文章表現に修正します。

委　　員　　６ページのⅢの１の「（７）主要作物」についてですが、これが主要ですよというのがないのが鎌倉の特徴です。この項目があると、主要作物を書かざるをえないですが。
事 務 局　　主要という言葉をあえて使わず、ここに列挙したものをはじめ多種多様な野菜が作られている。という表現に修正するのはどうでしょうか。

委　　員　　鎌倉の特徴として七色畑という表現があるので、様々な作物があるという表現で良いと思います。
会　　長　　次に、「Ⅳ　これまでの取組と課題」のところはどうでしょうか。

委　　員　　７ページのⅣの「１　鎌倉ブランドの推進」の１～２行目に、平成５年に農業者・さがみ農業協同組合・市が主体となりブランド化の検討会を設置したとの表現がありますが、平成５年当時は農協の合併前であり、鎌倉市農業協同組合という名称でしたので、修正いただければと思います。
事 務 局　　分かりました。修正します。

　　　　　　また、この「１　鎌倉ブランドの推進」について、●●委員から「課題の記載が見当たりませんが、課題はないのでしょうか。」と事前にご意見をいただきました。14ページにおいて鎌倉ブランドに関する課題を記載していたので、この文言をこちらにも課題として載せたいと思います。
委　　員　　遊休農地の解消対策については協議会があり、その協議会の中でかなりの面積の遊休農地を耕作できる状態へ復元しています。特に関谷地区の農用地を中心に活動していますが、現在遊休化して残っている農地は山林化し荒れ果てたところが多く、人力だけで行うことは非常に困難であり、そこが課題となっています。
　　　　　
事 務 局 　この部分についても課題の記載がなかったため、●●委員からお話しいただいたことを課題として記載します。
　　　　　　また、最終段落のところで「なお、遊休農地は、活動開始２～３年後に土地所有者に返還し、畑として耕作を継続していくとともに～」と記載がありますが、実際は土地所有者へ返還するものの、高齢の方や農業を営んでいない方がほとんどですので、そこから利用を希望する方に貸しています。その中で神奈川県の中高年ファーマー事業や農業サポーター制度も利用していますので、その内容も記載していきたいと思います。
会　　長　　10ページのⅣの「３　農業従事者の高齢化と担い手確保」についてですが、鎌倉市の担い手の状況はどうでしょうか。
事 務 局　　近隣他市に比べれば恵まれた環境にあると我々は認識しています。
　　　　　　また、同項目の下から２行目に制度名で「新規就農者確保支援事業交付金」と記載していましたが、以前制度名が変わったとの指摘があったため、新しい制度名である「農業次世代人材投資資金」に変更しました。

委　　員　　11ページのⅣの「４　農業生産基盤整備」についてですが、農業振興地域である鎌倉市関谷地区は、過去に農道整備されていますが、実態はかなりひどい状況です。この間の雪が降った後は、道路が濡れてぐちゃぐちゃになっており、農家の方の通行に支障をきたしていましたので、早急に農道整備を行う必要があります。私は農業委員会として横浜の農地を見に行きますが、横浜市は山奥の畑でも農道整備がなされています。
　　　　　　ですので、ここの項目については、農道整備について強調して記載した方がよいのではないでしょうか。
事 務 局　　現状ですが、今年度は基盤整備に係る計画の改定に取り組んでいます。この計画が改定されましたら、県の財政支援を活用しながら、順次主たる農道の整備を行っていく予定です。
　　　　　　まだ予算の確約がない段階で、この書面の中にどこまで記載できるのかということは慎重に考えなくてはならないところですが、基盤整備に係る計画の改定は間違いない我々の取り組みですので、この改定を踏まえ積極的に取り組んでいくという姿勢はここに載せていきたいと思います。

委　　員　　基盤整備の関係ですが、県内では平成初期はかなり行っていましたが、その後不景気に伴う国予算の縮減により、県内では細々と行っている状況です。横浜市でも、平成初期は行っていたもののその後は行っていない状況でしたが、最近になりまた少し行い始めています。ただ、県単独の予算は少ないので、国の予算を活用する場合が多いです。しかし一つ問題になるのが、国が想定している規模・面積がかなり大きく、神奈川県の農地面積だと、国の事業を活用する土俵に上れない場合があります。そこはうまく調整しながらやっていければと思います。
　　　　　　県とすると都市農業というものを前面に出して、もう少し都市近郊の農業に目を向けさせられないかという話をしています。

　　　　　　補助事業に関しては農地課と調整を進めていただいて一緒に行っていきたいと思いますので、よろしくお願いします。
事 務 局　　ありがとうございます。

　　　　　　都市農業に関しては、生産緑地の期限を迎える年次に向けて、神奈川や東京が生産緑地を守っていくための施策をなにか引き出せるような取り組みが国に向かってできたらいいと思いました。県や都で積極的に行うのであれば、一緒に取り組んで行きたいと思います。
委　　員　　11ページのⅣの「６　生産緑地地区」に記載してある面積要件の緩和についてですが、今年の１月に開催された都市計画審議会においてこの案件が審議の対象となり、その審議会で了承を得ました。事務局である都市計画課によりますと、６月の議会でこの件の条例制定をかけるそうです。県内で面積緩和行うところはまだ少なく、鎌倉市は他市に比べ先行して行うそうです。
会　　長　　次に、「Ⅴ　基本目標と施策の方向」、「Ⅵ　今後取組むべき施策の内容」について意見がある方はいらっしゃいますでしょうか。
委　　員　　14ページのⅣの２の「（１）鎌倉やさいのブランド力の強化と高付加価値化の推進」について、ブランド力の強化も必要ですが、私としては管理力の強化にも大事だと思います。インターネットで様々な人が様々のことを書いており、間違った情報も流れているので、そういったところの管理もこれからは大事になると思います。
事 務 局　　今の内容を表現に加えさせていただきます。

委　　員　　一例で言うと、インターネットで「鎌倉やさいとは直売している農家がつけているブランド」ということが書かれていましたが、鎌倉ブランド農家の方の中には市場流通の方もいますし、スーパー出しの方もいます。そういう間違った情報が流れていることがあるので、即売所の公式ホームページを作成し、即売所はこういうものですよと正しい情報を配信できるようにしているところです。

委　　員　　鎌倉やさいの安心・安全の面をどういう風に管理していくかということが重要です。農薬をいつ散布したかなどを生産履歴でしっかりつけておくことは、安心・安全に繋がっていくと思います。青果市場やわいわい市では、初めて野菜を出荷するときは生産履歴を提出することになっていますが、最初は行うものの、実際に生産履歴を続けてつけている農家の方は少ないと思います。
　　　　　　生産履歴の記帳を続けていけるようにする工夫が必要だと思います。
委　　員　　以前、横浜・川崎地区の事務所にいましたが、やはり意識の高い農家の方は

　　　　　きっちり生産履歴を記帳していましたが、そうでない方もいたのは事実です。

　　　　　　そこにいた際もお話ししましたが、秦野市の農協では履歴をつけるコンテストを開催し、受賞者を表彰しています。こういったことを行うことは、農家の方に対し、生産履歴の記帳の意識づけに役立つと思います。

　　　　　　鎌倉地区の方は直売の方が多く顔の見える販売をしているので、販売時に受賞したことを示すだけでも売り上げにつながるのではないでしょうか。
事 務 局　　管理体制について論点が二点ありました。一つが●●委員からご意見をいただいた情報の正しい伝達についてです。これは、ブランドを広くアピールしていくと同時に、正しく伝えていこうということを同時に記載していきたいと思います。二つ目が、生産履歴の管理についてです。これについては、ここで答えを出すものではないと思いますが、考え方としては、2020年に向けたＧＡＰの潮流を見計らいながら生産履歴に対する農家の方に意識づけをし、考えるチャンスにするということを記載していければと思います。
会　　長　　他にご意見がある方はいらっしゃいますでしょうか。

　　　　　　それでは次第２の議題（１）を終了します。次第３のその他として、なにか情報提供等あるかたはいらっしゃいますでしょうか。ないようですので、事務局へ進行をお戻しします。
事 務 局　　それでは、本日の議事につきましては以上となります。これをもちまして、会議を終了いたします。委員の皆様におかれましては、引き続き、鎌倉の農業振興にご尽力をいただければと存じます。本日は、どうもありがとうございました。
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